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神谷不二先生追悼記事

「ーーーーーーーー 一一ーーーーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーーー

リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
際
政
治
学

神
谷
不
二
先
生
が
大
阪
市
立
大
学
を
離
れ
、
慶
慮
義
塾
大
学
法

学
部
で
教
鞭
を
と
っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
当
時
、
神
谷
先
生
は
す
で
に
『
朝
鮮
戦
争

l
米
中
対

立
の
原
形
』
や
『
現
代
国
際
政
治
の
視
角
」
を
刊
行
し
て
、
日
本

で
最
も
脚
光
を
浴
び
る
国
際
政
治
学
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
他
方
、

私
は
修
士
課
程
第
二
学
年
の
学
生
で
あ
り
、
石
川
忠
雄
教
授
の
指

導
下
で
朝
鮮
研
究
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

神
谷
先
生
の
来
塾
は
ま
っ
た
く
予
期
せ
、
さ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

当
然
の
よ
う
に
、
私
は
石
川
研
究
会
か
ら
神
谷
研
究
会
に
移
籍
さ

せ
ら
れ
た
。
神
谷
先
生
を
法
学
部
に
招
聴
し
た
の
は
石
川
教
授
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
石
川
教
授
は
そ
れ
が
私
の
た
め
だ
と
考
え
た

よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
神
谷
先
生
が
単
身
で
大
阪
か
ら
赴
任
し
た

の
だ
か
ら
、
慶
謄
で
の
研
究
と
教
育
を
補
佐
す
る
大
学
院
生
が
必

要
だ
と
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
立
場
は
多
数
の
先
輩
を
抱

え
る
石
川
研
究
会
の
末
席
か
ら
神
谷
研
究
会
の
最
先
任
に
急
変
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
神
谷
先
生
の
下
で
国
際
政
治
研
究
の
手
ほ
ど
き
を
受
－

け
た
こ
と
は
、
若
い
学
徒
に
と
っ
て
、
た
い
へ
ん
に
幸
運
な
こ
と
一

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
は
深
く
考
え
な
か
っ
た
が
、
朝
一

鮮
半
島
研
究
は
圏
内
政
治
研
究
だ
け
で
完
結
す
る
性
質
の
も
の
で
一

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
神
谷
教
授
と
の
出
会
一

い
は
、
私
に
国
際
政
治
と
圏
内
政
治
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
い
う
新
し

い
研
究
テ
l
マ
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
後
年
の
フ
ル
プ
ラ
一

イ
ト
留
学
も
、
先
生
に
励
ま
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一

ま
た
、
働
き
盛
り
の
神
谷
教
授
は
、
当
時
、
大
学
で
教
鞭
を
と
一

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
平
和
安
全
保
障
研
究
一

所
、
内
閣
外
交
政
策
懇
談
会
、
防
衛
庁
防
衛
政
策
懇
談
会
、
日
米

欧
委
員
会
の
活
動
や
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
会
議
に
積
極
的
に
参
加
し
、
一

新
聞
や
雑
誌
に
も
頻
繁
に
登
場
し
た
。
米
ソ
関
係
、
日
米
関
係
、
一

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
朝
鮮
半
島
問
題
、
沖
縄
返
還
な
ど
を
題
材
に
、
－

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
理
想
主
義
に
慣
れ
た
論
壇
で
リ
ア
リ
ズ
ム
の
重
一

要
性
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
者

の
姿
を
身
近
で
拝
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
自
分
の
知
見
を
一

広

げ

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

あ

る

。

一

い
ま
思
え
ば
、
神
谷
流
の
国
際
政
治
学
の
支
柱
に
な
っ
て
い
た
一

の
は
、
外
交
史
学
で
も
国
際
政
治
理
論
で
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
一

う
。
神
谷
流
は
人
間
性
に
関
す
る
深
い
洞
察
を
基
礎
に
し
て
い
た
。
一

1

1

L
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先
生
は
冗
長
な
表
現
を
嫌
っ
て
、
「
寸
鉄
人
を
刺
す
」
こ
と
を
好

ん
だ
。
最
新
の
理
論
よ
り
も
中
国
の
古
典
を
引
用
し
た
し
、
「
国

際
政
治
学
は
大
人
の
学
問
だ
」
「
日
本
に
は
：
：
：
史
は
あ
っ
て
も
、

：
：
：
論
が
な
い
」
と
言
う
の
が
口
癖
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ご
自
分

を
「
長
編
作
家
」
で
は
な
く
、
「
短
編
作
家
」
と
心
得
て
い
た
口

リ
ア
リ
ズ
ム
の
国
際
政
治
学
は
確
か
に
大
人
の
学
問
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
教
え
る
論
客
が
少
な
く
な
る
な
か
で
、
先
生
は
東
西

冷
戦
や
日
米
関
係
の
「
語
り
部
」
を
自
称
し
て
、
八
十
二
歳
に
な

っ
て
も
旺
盛
に
執
筆
活
動
を
続
け
た
。
ま
さ
に
「
鉄
人
」
と
言
っ

て
よ
い
。
何
の
前
触
れ
も
な
く
心
不
全
に
倒
れ
た
が
、
そ
の
直
前

ま
で
机
に
向
か
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
神
谷
先
生
ら
し
い
大
往
生

で
あ
っ
た
。

心
か
ら
思
師
の
ご
冥
福
を
祈
る
。

法
学
部
教
授

小
此
木

政
夫

」

神
谷
不
二
先
生
に
は
平
成
二
一
年
二
月
二

O
日
未
明
に
急
逝
さ

れ
た
。
享
年
八
二
で
あ
っ
た
。
翌
週
以
降
の
予
定
も
入
っ
て
お
り
、
一

そ
の
日
も
平
生
と
変
わ
ら
ぬ
様
子
で
、
寝
に
つ
く
ま
で
執
筆
を
さ
一

れ
て
い
た
由
で
あ
る
。
心
不
全
で
の
突
然
の
逝
去
で
あ
っ
た
。
昭
一

和
四
五
年
に
石
川
忠
雄
先
生
の
招
聴
に
よ
っ
て
大
阪
市
立
大
学
か
一

ら
本
塾
大
学
法
学
部
に
転
じ
ら
れ
た
が
、
私
が
先
生
の
馨
咳
に
接

し
た
の
は
昭
和
四
八
年
か
ら
で
あ
る
。
以
来
三
六
年
に
わ
た
っ
て
一

薫
陶
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
厳
し
く
愉
快
な
学
部
ゼ
ミ
で
の
一

時
間
は
得
難
い
経
験
だ
っ
た
。
そ
の
学
恩
は
計
り
知
れ
な
い
。
－

若
い
頃
、
先
生
の
著
作
で
も
っ
と
も
影
響
を
受
け
た
も
の
は
、
一

「
ト
ル
l
マ
ン
と
マ
ッ
カ
l
サ
l

l朝
鮮
戦
争
指
導
の
一
断
面
」

（
一
九
六
四
年
）
お
よ
び
「
政
軍
関
係
に
関
す
る
一
考
察
l
シ
ヴ
一

イ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
」
（
一
九
六
三
年
）
で
あ

る
。
顧
み
れ
ば
、
神
谷
先
生
が
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
、
政
策
と
戦
一

略
の
分
析
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
が
遂
行
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
で
の
政
一

軍
関
係
を
め
ぐ
る
テ
l
マ
に
、
同
門
の
一
人
と
し
て
、
説
い
て
尽

・し
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